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 私たち環境資源チームでは、秋になるとサンマ

調査を行っています。サンマは秋になると道東海

域で獲れはじめ、それから親潮とともに三陸沿岸

に南下してくるところを表層トロールで漁獲し

て調査を行うのですが、そのときにいろいろな生

物が混ざって獲れることがあります。 

 今年 10 月の調査では、珍しい生物が網にかか

りました。 

これはいったい何の生き物でしょう？オウム

ガイ？アンモナイト？ 

 

 
  

 実はこれ、タコなんです。正式な名前をアオイ

ガイ、別名をカイダコといい、殻をとってしまう

とありふれたタコの外見です（貝のように殻の中

でくっついていたり、ヤドカリのように腹部を巻

き付けているわけでもなく、かぶっているだけな

んですよ！） 

 殻をもつのはメスだけ。自分の分泌物で作って

かぶります。中に卵を産み付けて守るためと言わ

れており、この個体も殻の中に卵を持っていまし

たが、近年の研究では殻をかぶる理由はそれだけ

ではなく、殻に空気を入れて浮き袋のかわりにし

ていることがわかったそうです。 

 殻を持たないオスは非常に小さく、見つけるの

は難しいようです。 

 

 

 

 

殻に空気を入れるとこんな風に水面に浮くこと

もできます。しかしこの個体、漁獲されたとき殻

を脱ぎ捨てて逃げようとしたのですが、脱いだ殻

を見失ってしまったらどうする気だったのでしょ

う。一から作り直すんでしょうか…… 

 

アオイガイは本来、日本海側の暖かい海域でよ

く見られる生物です。三陸沿岸で目撃されるのは

珍しいのではないでしょうか。 

今年は津軽暖流の勢力が強く、津軽海峡を越え

て流されてきたアオイガイが、そのままサンマと

ともに親潮に乗って南下してきたと考えられます。

暖流に乗ったはずなのに寒い海域にたどり着いて

しまったと考えると少し気の毒ですね。 

 

アオイガイの殻は美しく、インテリアグッズと

してコレクターには珍重されています。今年は三

陸沿岸の海岸にもアオイガイの殻が打ちあがる可

能性が高い、貴重な年です。海岸に行くことがあ

れば、ぜひ探してみてくださいね。 
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 珍客来遊！ 

環境資源チーム 


